
◆
ス
イ
ス
も
脱
原
発
へ

ス
イ
ス
は
五
月
二
十
一
日
、

国
民
投
票
を
実
施
し
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
所
へ
の
依
存

度
を
下
げ
る
政
府
の
長
期
エ

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
に
対
す
る
賛

否
を
問
う
も
の
で
、
原
発
の

新
設
を
禁
止
し
、
代
わ
り
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
増
や
す
と
い
う
も
の
で

す
。
公
共
放
送
Ｒ
Ｔ
Ｓ
に
よ

る
と
賛
成
が
五
八
・
二
％
、

反
対
は
四
一
・
八
％
で
し
た
。

ス
イ
ス
で
は
現
在
、
電
力

の
約
三
分
の
一
を
原
発
に
依

存
し
て
い
ま
す
が
、
東
京
電

力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
、

脱
原
発
方
針
を
決
定
。
今
回

の
国
民
投
票
の
結
果
を
受
け
、

長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
に
基

づ
く
改
正
法
が
二
〇
一
八
年

に
施
行
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

既
存
の
原
発
は
安
全
性
を
確

保
で
き
な
く
な
っ
た
段
階
で

解
体
し
ま
す
。
世
界
の
流
れ

は
脱
原
発
で
す
。

◆
「
再
稼
働
容
認
で
き
ず
」

滋
賀
県
知
事

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

六
月
一
日
、
高
浜
三
号
機
の

再
稼
働
が
六
月
六
日
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

三
〇
キ
ロ
圏
に
一
部
の
地

域
が
含
ま
れ
る
滋
賀
県
の
三

日
月
知
事
は
五
月
三
〇
日
、

環
境
省
で
山
本
原
子
力
防
災

担
当
大
臣
と
会
談
し
、
福
井

県
に
あ
る
原
発
の
再
稼
働
に

際
し
て
、
実
効
性
あ
る
多
重

防
護
体
制
の
構
築
な
ど
を
求

め
る
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。こ

の
あ
と
報
道
陣
に
対
し

三
日
月
知
事
は
「
原
発
に
依

存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

を
作
る
べ
き
だ
と
伝
え
た
。

避
難
訓
練
を
行
う
た
び
に
新

た
な
課
題
が
出
て
く
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
西
嶋
副
知
事
も

同
日
、
原
子
力
規
制
庁
を
訪

れ
、
荻
野
次
長
に
、
原
発
事

故
に
備
え
た
地
域
の
避
難
計

画
の
審
査
を
、
法
的
に
位
置

づ
け
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

避
難
計
画
は
、
現
在
、
原
子

力
規
制
委
員
会
に
よ
る
審
査

の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ

カ
で
は
避
難
計
画
の
な
い
原

発
建
設
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
の
に
日
本
で
は
、

大
飯
原
発
三
号
機
と
四
号
機

も
、
五
月
、
再
稼
働
の
前
提

に
な
る
新
し
い
規
制
基
準
の

審
査
に
合
格
し
ま
し
た
。
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脱
原
発
社
会
を
実
現
し
よ
う



な
ぜ
福
島
原
発
の
過
酷
事

故
を
起
こ
し
た
日
本
が
、
原

発
推
進
な
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
う
な
っ
て
い
る
の
は
、
原

発
マ
ネ
ー
が
マ
ス
コ
ミ
の
隅
々

ま
で
行
き
渡
り
、
「
原
発
で

な
け
れ
ば
電
気
の
安
定
性
」

が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
宣
伝

が
生
き
届
い
て
い
る
か
ら
と

も
い
え
ま
す
が
、
福
島
原
発

事
故
か
ら
六
年
、
一
般
の
関

心
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と

も
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

◆
内
部
被
曝
が
さ
け
ら
れ

な
い
ト
リ
チ
ウ
ム

（
三
重
水
素
）

ト
リ
チ
ウ
ム
は
放
射
性
物

質
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
間
と
生
物
へ
の
影
響
が
過

小
評
価
さ
れ
続
け
て
き
ま
し

た
。
で
す
の
で
原
子
力
発
電

所
か
ら
事
故
が
な
く
て
も
日

・

・

・

・

・

・

・

常
的
に
放
出
さ
れ
続
け
て
い

ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
と
し
て

存
在
す
る
の
で
外
部
被
ば
く

よ
り
内
部
被
ば
く
が
問
題
に

な
り
ま
す
。

体
内
に
ト
リ
チ
ウ
ム
が
入

り
込
む
と
、
放
射
線
に
よ
っ

て
周
り
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ

ま
す
。
細
胞
の
中
の
遺
伝
子

の
中
に
入
り
込
む
と
、
放
射

線
に
よ
り
遺
伝
子
を
傷
つ
け

ま
す
。
遺
伝
子
が
傷
つ
く
と
、

遺
伝
子
は
修
復
し
ま
す
が
、

そ
の
時
、
修
復
に
失
敗
す
る

場
合
が
あ
り
、
修
復
に
失
敗

し
た
遺
伝
子
は
異
常
な
遺
伝

子
と
な
り
、
や
が
て
ガ
ン
に

な
り
ま
す
。

◆
泊
原
発
周
辺
は

ガ
ン
が
多
発

北
海
道
の
泊
原
発
は
、
加

圧
水
型
で
、
沸
騰
水
型
よ
り

ト
リ
チ
ウ
ム
を
、
た
く
さ
ん

発
生
さ
せ
ま
す
。

泊
原
発
で
は
過
去
二
五
年

間
で
五
七
〇
兆
ベ
ク
レ
ル
も

大
量
に
海
に
捨
て
て
い
ま
す
。

海
に
捨
て
た
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、

約
四
〇
％
は
蒸
発
し
、
風
の

影
響
で
、
少
な
く
と
も
そ
の

半
分
の
二
〇
％
は
、
海
岸
に

戻
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
海
岸
線
の
泊
村
、

岩
内
町
、
寿
都
町
、
島
牧
村

い
わ
な
い

す
っ
つ

の
住
民
に
ガ
ン
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
福
島
第

一
原
発
の
汚
染
水
タ
ン
ク
に

は
総
量
八
百
兆
ベ
ク
レ
ル

（
二
〇
一
三
年
十
二
月
時
点
、

東
電
の
推
定
）
の
ト
リ
チ
ウ

ム
が
あ
り
ま
す
。
漁
師
の
反

対
で
止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
海
に
捨
て
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
無
関
心
で
い
る

限
り
、
原
発
推
進
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
み
な

さ
ん
、
原
発
に
反
対
し
ま
し
ょ

う
。

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ー
ト
・
ア
ド
分
会

Ｎ
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※
参
照
：
ト
リ
チ
ウ
ム
の
三
つ
の

危
険
性
・
内
部
（
放
射
能
）
ひ
ば

く
す
る
放
射
性
水
素
＝
「
ト
リ
チ

ウ
ム
」
の
「
正
体
」
／
斎
藤
武
一

さ
ん
（
岩
内
原
発
問
題
研
究
会
）


